
 

 

 

上演④ 愛知県  松蔭高校 

「ゴリラゴリラゴリラ」 
 

■本番を終えて 

 ちゃんと上演することができてほっとしています。 

■脚本の選択 

 山田先生を演じられる部員がいたことと、ストーリーの面白さ、そ

して千夏のような前向きな生き方をしてほしいというメッセージを

届けたくて、この脚本にしました。 

■演出の工夫 

 ゴリラやアシカなどの動物の動きを忠実に再現するために、実際

に動物園に行って観察し、人間味をなくすよう心掛けました。 

■苦労したところ 

 赤ちゃんが生まれたシーンで、母親役より赤ちゃん役のほうが明

らかに背が高かったので、距離をとって演じることにしたのですが、

相手が視界ぎりぎりにいるため、動きを合わせるのが難しかったで

す。また、本番前に小道具のデッキブラシが見つからず、代わりにほ

うきを借りて演じました。 

■お客さんに一言 

足元が悪い中、見に来ていただきありがとうございます。この劇を

見て、何か感じていただけたら嬉しいです。 
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